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苅田町青少年育成町民会議だより

小学 5年生～ 6年生の部

会長賞 南原小学校
6年生 大 橋 り か

ヽ r

小学 1年生～ 4年生の部
会長賞 南原小学校
3年生 西 山 友 理

′L豊かでたくましし1

青少年の育成を目指しましょう

中学 1年生の部

会長賞 苅田中学校
1年生 板 倉 亮 平

中学 2年生の部

会長賞 新津中学校
2年生 松 蔭 翔 吾

健全育成ポスター今年度児童・生徒作品より
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11月
非
行
防
止

◆
シ
ン
ナ
ー
等
薬
物
乱
用
防
止
研
修
会

８
月
４
日
０
中
央
公
民
館
研
修
室

に

お
い
て
薬
物
乱
用
防
止
研
修
会
が
行
わ

れ
、
両
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

・
生
徒
指
導
部

会

・
生
徒
補
導
部
会
の
七
十
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
元
厚
生
省
麻
薬
取
締
官

の

西
岡
太
郎
先
生
を
講
師
に
招
き
、
薬
物

乱
用
の
現
状
に
つ
い
て
講
演
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
中
で
薬
物
使
用
の
低
年
齢
化

や
薬
物
が
身
近
に
手
に
入
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
等

の
話
し
を
さ
れ
ま
し
た
。

薬
物
使
用

に
よ
る
体
に
与
え

る
影
響
を

家
庭
や
地
域
、
学
校
が
連
携
し
、
も

っ

と
青
少
年

に
伝
え
な
け
れ
ば

い
け
ま
せ

ん
。
ま
た
、
情
報
交
換
の
場

で
は
、
身

近
に
な

っ
た
薬
物
か
ら
ど
う

や
つ
て
青

い
じ
め
ス
ト
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

町
ぐ
る
み
で

「
い
じ
め
」
撲
滅

９
月
８
日
、
Ｊ
Ｒ
苅
田
駅

・
小
波
瀬

西
工
大
前
駅

・
エ
ル
苅
田
前
で
、
一
い

じ
め
ス
ト

ッ
プ
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実

施
し
ま
し
た
。

今
回
、
初
め
て
分
散
型
の
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
で
は
、
あ
り
ま
し
た
が
町
民
会
議

委
員
及
び
そ
の
組
織
団
体
の
方
々
、
両

中
学
校

の
い
じ
め
対
策
協

議
会

の
皆

さ

ん
、
総

勢
百
十
名

が
町
民

の
皆
さ
ん

に

呼
び
か
け
ま
し
た
。
会
長
伊
塚
工
挨

拶

の
中
で
は

一
子
ど
も
か
ら

の
、
助
け
を

求
め
る
サ
イ
ン
を

見
落
と

さ
な

い
大

人

で
あ
り

た
い
」
と

の
主
旨

で
話
さ
れ
ま

し
た
。

少

年
を

守

っ
て

い
く
か

が

話

さ

れ

ま

し
た
。

艤
棒̈一一̈一一滋
一̈一漱
機
機
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問
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機
朦
醸
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饉
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■
一
■

が
に
育
て
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いじめブは、総
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ヽプ
苅田町初の未威年者飲酒防止自動販売機設置店

苅
田
町
大
字
谷

８
４
‐１

「
藤
原
商
店

（
代
表
者
藤

原
直

子
）
」

の
店
頭
で
は
、
未
成
年
者
飲
酒
防
止
自
動
販
売
機

が
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
ｃ

こ
の
販
売
機
は
、
運
転
免
許
証
で
、
成
人
を
識
別
し
、
酒
が
販

売
さ
れ
る
も
の
で
す
。
藤
原
さ
ん
は

「
最
近
、
未
成
年
者
の
飲
酒
、

喫
煙
者
が
こ
の
自
川
校
区
で
も
増
え
て
お
り
、
心
配
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
、

こ
の
自
動
販
売
機
設
置
義
務
は
、
ま
だ
あ

り
ま
せ
ん
が

、

各
店
が
設
置
し
、
子
ど
も
の
非
行
防
止
に
協
力
し
た

い
も
の
で
す
。
」

と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

町
民
会
議

ｏ
３
月
ま
で
の
主
な
事
業
予
定

１２
月
○
補
導
環
境
部
会

・
生
徒
指
導
研
究
部
会
の
合
同
研
修
会

２
月
○

い
じ
め
防
止
協
議
会

○
各
地
ど
ん
ど
焼
き
特
別
補
導

３
月
〇
春
休
み
特
別
補
導

○
す
こ
や
か
３７
号
発
行

○
各
部
会
の
次
年
度
計
画

‐２
～
３
月
○
定
例
街
頭
補
導

¬

」
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平成 13年度  「家庭の日」「オアシス運動」作品町内入選者
賞。氏名

作 品
会  長  賞 教育委員会賞 家庭部会賞

氏   名 学校 年 氏   名 学校 年 氏   名 学校 年

作文 中村 拓人 苅 田 藤崎 陽平 苅田 前田  彩 与原

絵 門田 絵理 新中 新中 山形 絵莉 新中

標語 大谷 祐樹

高瀬 ,享―

与原 石井 理沙

冨永 崇義

苅田 松田

畠田

太―

朋彦

片島

苅工 苅工 苅 中

書道 須藤  愛

岩田 脩作

田中はるか

荒巻 千春

上畑 彰大

白石 友加

藤岡 良輔

苅 田 千代丸祐美

小田由佳理

向井 優太

本崎 まみ

吉田 香純

加来あやな

金丸 奈央

南原 油布 雄己

江藤 萌々

泉  弘幸

岩崎 千尋

古市 葉子

中野 瑠美

松原美由紀

南原

苅田 馬場 苅 田

苅 田 南原 苅 田

苅 田 馬場 苅 田

南原 苅 田 与原

南原 与原 馬場

苅中 苅中 苅 中

金 貝 銀 貝 銅 舅 ι

作文 松田 太― 片島 佐藤 里奈 苅 田

絵 岡野 沙織 新中 梶原 友希 新中 野口詩緒理 新中

標語 伊藤法理子

岩丸 祐―

馬場 森本 悠介

平野 杏子

白川 松清 智哉

足立 浩樹

南原

苅工 苅中 苅工

書道 岡田たから

長坂沙智子

広瀬 晶子

松田 太一

川上 孟亨

宮本 雪絵

萬納寺 愛

馬場 佐藤 南里

原  久美

山内 章子

高辻 博基

鈴木 夏美

尾形 愛美

大波多恵未

与原 青柳 有香

陶山 志帆

須山 和博

我有雄―朗

吉広 望美

岩田侑太郎

井上 陽代

与原

与原 馬場 南原

馬場 苅田 与原

片島 南原 与原

与原 馬場 南原

南原 白川 苅 田

苅中 苅 中 苅中

佳 作

絵 相原 美保 新中 諸富 真代 新中

標 語 望月  舞

高辻真太郎

与原 坂本  梓

栗田 相子

与原 須田 隆文

大池 一吐

与原

与原 苅工 苅工

書道 大溝  卓

矢々部 篤

奥田 悟志

坂本奈穂子

岡部 彩乃

吉崎 祥子

小田  葵

白川 中  彩香

西本 将也

吉田佳奈恵

今村 憲弘

吉梅  龍

矢々部友里

永松 奈美

片島 富村 祐翔

大限 稔弘

要 さやか

安藤 美希

灰崎 昇吾

須山恵梨香

白川

与原 片島 白川

馬場 苅 田 苅 田

馬場 苅 田 白川

白川 片島 苅 田

馬場 与原 与原

南原 苅中

*作品募集状況 *
○作文 小 5
0絵  小 7 中25
0標語 小259 中28 高172

昌+496
0書道 小421 中 12

計 433
※苅田工業高校の学生か らも応募

がありま した。

*県入選 *
●   ●  ●奨
ポ   標  作
新 ス 苅 与  苅  励
中 夕 工 小  小1134語 5文

賞

野  足 望  中
観袋

"す

＊
家
庭
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
時

「
‐１
月
２３
日
）

に
表
彰
い
た
し
ま
し
た
。

ヽ _

ヽ
、ヽ

日  立 月  村

拓
　
人舞

浩
　
樹

詩
緒
理

3

入
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

よ

く

頑

張

り

ま

し

た

争レゞし

田辺 理沙

発́
"心
`議
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小学 1～ 4年生の部 小学5・ 6年生の部 中学 2年生の部

［
貝 氏 名 学校 年 氏 名 学校 年 氏 名 学校 年 氏 名 学校 年

〈
不 長 西山 友理 南原 大橋 りか 南原 板倉 亮平 苅田 松蔭 翔吾 新津

教育委員会 石井 里沙 苅田 見立 理紗 南原 片山 綾香 苅田 造酒 貴史 苅田

健全育成部会 渡辺亜加里 白川 竹井 奈美 南原 江副 友希 苅田 本崎  恵 苅田

金 末松 丈典 南原 菅原由加里 与原 増田 仁美 新津 藤原 沙世 新津

銀 木下ちひろ 与原 愛甲奈津美 南原 山本 みか 新津 大隈 裕香 新津

'同

白川 瑞紀 与原 木崎 美桜 南原 森  智康 新津 尾倉 哲郎 新津

佳 作 山本 彩加 南原 塚崎 雄介 南原 木山 幸司 苅田 高田ゆかり 新津

平成13年度 健全育成ポスター入賞者

*作品募集状況 *
小学校 1年生～ 4年生 22点  5年生・ 6年生 73点
中学校 1年生 25点 中学 2年生 21点

※子どもフェスティバル時 (11月 11日 )に表彰いたしました。
ヽ ´

~́｀
ヽ

ヽ ィ

「家
庭

の
日
」

「
オ
ア
シ
ス
運
動
」

作
文
集
よ
り

「協
力
す
る
生
活
」

苅
田
小
５
年

中

村

拓

人

ぼ
く

の
家
は
、
お
父
さ
ん
が
、　
一
年

間
出
張

に
行

っ
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
、
み
ん
な
で
協
力
し
て
、
お

と
う
さ
ん
が
い
な
く
て
も
、
が
ん
ば

つ

て
い
ま
す
。
お
母
さ
ん
は
、
洗
た
く
や
、

ご
飯
を
作

っ
た
り
、
ぼ
く
や
妹
、
弟
の

用
事
も
し
て
、
と
て
も
大
変
そ
う
で
す
。

だ
か
ら
、
ぼ
く
た
ち
も
、
自
分
で
出
来

る
こ
と
は
自
分
で
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

こ
の
前
、
弟
が
わ
が
ま
ま
を
言

い
ま

し
た
。
お
母
さ
ん
は
、　
一
生
懸
命
、
注

意
し
て
い
た
け
ど
、
弟
は
、
分
か
ら
ず

困
ら
せ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
ぼ
く
は
、

お
父
さ
ん
の
代
わ
り

に
お
こ
り
ま
し

た
。
お
母
さ
ん
だ
け
じ

ゃ
な
く
、
僕
も

大
変

で
す
。

お
父
さ
ん
と
会
え
な

い
け
ど
、
電
話

や
メ
ー
ル
を
送

っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

お
父
さ
ん
は
、
ぼ
く
た
ち
に
用
事
が
あ

る
と
体
調
が
わ
る
く
て
も
帰

っ
で
き
て

く
れ
ま
す
。
か
ぜ
を
ひ

い
て
も
、
会
社

に
行

っ
て
家
族

の
た
め
に
す
ご
く
が
ん

ば

つ
て
く

れ

て

い
ま

す

。

そ
う

い
う

お
父
さ
ん
が
大
好
き

で
す
。
ぼ
く
た
ち

も
、

が
ん
ば
ろ
う
と
力
が
わ
き
ま
す
。

お
父
さ
ん

の
抜
け

た
穴
は
、

さ
び
し

い
け
れ
ど
お
母
さ
ん
も
、
が
ん
ば

つ
て

い
る
か
ら
ぼ
く
も
協

力
し
て
、

お
母
さ

ん
を
楽

に
し
て
あ
げ
た

い
。

そ
れ
に
、

お

父
さ
ん
も
遠
く

で

一
人
で
が

ん
ば

つ

て

い
る
の
だ

か
ら
、
安
心
さ
せ

て
あ
げ

た

い
。

ぼ
く
は
、

生
ま
れ

て
初
め
て
お
父
さ

ん
と
は
な

れ
ば

な

れ
に
な

っ
た
け
ど

、

ぼ
く
た
ち
は
、
家
族

な
ん
だ
か
ら
、
心

は

一
つ
だ
と
思

い
ま
す
。

査
簑
稜

′

υ
町
内
小

。
中

・
高
校
生
の
標
語
集
よ
り

○
あ

い
さ
つ
は
　
心
と
心
を
　
つ
な
ぐ
橋

　

　

　

（苅
田
３
年
　
石
井
　
里
沙
）

○
あ
り
が
と
う
す
み
ま
せ
ん
き
ち
ん
と
言
え
る
子
す
な
お
な
子
（片
島

４
年
　
松
田
　
太

一
）

○
話
そ
う
よ
　
今

日
の
出
来
事
　
夕
食
で
　
　
　
　
（与
原

４
年
　
望
月
　
　
舞
）

○
家
族
は
ね
　
い
つ
も
ぼ
く
ら

の
　
た
か
ら
も
の

（与
原

４
年
　
高
辻
真
太
郎
）

○
あ

い
さ
つ
は
　
心
を
開
く
　
魔
法
の
鍵

　

　

　

（与
原

５
年
　
大
谷
　
祐
樹
）

○
ス
ミ
マ
セ
ン
　
言
え
る
心
を
　
そ
だ
て
よ
う

　

（与
原

５
年
　
坂
本
　
　
梓
）

○
オ
ア
シ
ス
は
　
ぼ
く
と
　
あ
な
た
の
か
け
橋
だ

（自
川
５
年
　
森
本
　
悠
介
）

○
ス
ミ
マ
セ
ン
　
ケ
ン
カ
に
な
ら
ず
　
い
い
気
も
ち

（南
原

５
年
　
松
清
　
智
哉
）

○
あ

い
さ
つ
が
　
み
ん
な
の
笑
顔
を
　
作
り
だ
す

（馬
場
６
年
　
伊
藤
法
理
子
）

○
家
庭
っ
て
　
や
さ
し
い
気
持
ち
を
も
ら
う
　
場
所

（与
原
６
年
　
須
田
　
隆
文
）

○
あ

い
さ
つ
は
　
心
が
和
む
　
合
い
言
葉

　

　

　

（苅
中
２
年
　
畠
田
　
朋
彦
）

○
あ
り
が
と
う
　
感
謝
の
気
持
ち
が
　
心
を
つ
な
ぐ

（苅
中
３
年
　
平
野
　
杏
子
）

○
あ

い
さ
つ
は
　
心
を
見
せ
る
　
内
視
鏡

　

　

　

（苅
エ
ー
年
　
高
瀬
　
淳

一
）

○
毎

日
の
　

一
つ
あ
い
さ
つ
　

′ヽし、
掛
け
　
　
　
　
（苅
エ
ー
年
　
栗
田
　
相
子
）

○
あ

い
さ
つ
は
　
み
ん
な
が
使
う
　
共
通
語

　

　

（苅
工
２
年
　
冨
永
　
崇
義
）

○
あ

い
さ
つ
は
　
人
を
元
気
に
す
る
　
言
葉
　
　
　
（苅
工
３
年
　
岩
丸
　
祐

一
）

○
あ
り
が
と
う

　

一
言
あ
れ
ば
　
皆
笑
顔

　

　

　

（苅
工
３
年
　
足
立
　
浩
樹
）

○
い
つ
ま
で
も
　
心
の
こ
も

つ
た
　
あ
い
さ

つ
を

（苅
工
３
年
　
大
池

　

一
吐
）

※
今
年
度
も
町
民
会
議

・
家
庭
部
会
で
は
、
標
語
の
中
よ
り
小
立
看
板
を
各
学
校
の
周
辺
に

設
置
す
る
予
定
で
す
。

♂

4
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中学1年生の部
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サタデー・スマイルひろば メu

ロ
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業
l罰

校

スマイルひろば交流事業

。対象者は、苅田町内にお住いの小中学生及びその保護者に限ります。
。参加を希望される人は、直接、電話で苅田工業高校へ申し込んで下さい。
なお、参加申込者が募集人数に達しましたら締め切ります。
・参加料は無料です。
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成
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年
度

「
苅
工
祭
」
が

１０
月

２６
日
り
、
２７
日
０
両
日
行

わ
れ
本
校
生
徒
の
指
導
に
よ
る

「
モ
ノ
づ
く
り
教
室
」
は
、
小

・

中
学
校
及
び
そ
の
保
護
者

の
方

が
参
加
さ
れ
、
大
変
好
評

で
し

た
。
●
機
　
械
　
科

キ

ー
ホ

ル
ダ
ー

の
制
作

を
行

い
、
多
く

の
方

で
オ

リ
ジ

ナ

ル

あ
ふ
れ
る
キ

ー
ホ

ル
ダ
ー
を

制

作
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
ｃ

●
電
　
気
　
科

電
球
の
ホ
ヤ
を
制
作
し
、

ス

イ

ッ
チ
な
ど
を
取
り
付
け
、
電

気

ス
タ
ン
ド

の
配
線
を
し
て
、

き
れ
い
な
作
品
が
で
き
ま
し
た
。

●
情
報
技
術
科

パ
ソ
コ
ン
の
制
作

に
チ

ャ
レ
ン
ジ

し
、
ケ
ー
ス
に
各
部
品
を
取
り
付
け
、

フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
ド
ラ
イ
ブ
や
Ｃ

Ｄ
‐Ｒ
Ｏ
Ｍ
ド
ラ
イ
ブ
、
更

に
ハ
ー
ド

デ
ィ
ス
ク
の
取
り
付
け
を
行

い
完
成
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
、
参
加
者

の
方
か
ら
、
「
楽
し

く
制
作
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
」

「ま
た
参
加
し
た
い
で
す
。
」
と
の
感
想

を
い
た
だ
き
、
盛
況
の
う
ち
に
終
了
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

指
導
し
た
生
徒
は

「う
ま
く
製
作
の
手

伝
い
が

で
き
て
良
か

っ
た
。」
「
説
明
し

な
が
ら
、
ア
ド
バ
イ
ス
が

で
き
、
自
分

も
勉
強
に
な

っ
た
。
」

●
教
え

る
立
場
の
人
の
気
持
ち
が
わ
か

っ
た
気
が
し
た
。

大
変
だ
が
や
り
が

い
が
あ

っ
た
。

反
省
す
る
部
分
も
あ
る
が
、
そ
れ
以

上
に
た
く
さ
ん
の
事
を
得
た
と
思
う
。

●
小

・
中
学
生
と

一
緒

に
活
動
し
て
み

て
、
め

っ
た
に
な
い
こ
と
な
の
で
、　
一

緒
に
や
っ
て
い
く
こ
と
が
楽
し
か

っ
た
。

●
参

加
し
て
く

れ
た
小

・
中
学
生

の
人

達
を

教
え
る
の
は
、
結
構
難
し
か

っ
た

け
ど

、
な
か
な

か
楽
し
く
製
作
が

で
き

た
と

思
う
。
教
え
る
こ
と

で
、
自

分
も

理
解

す
る
こ
と
が

で
き
た
。

と

の
感
想

で
し
た
ｃ

苅
田
工
業
高
校
は
地
域

に
根
ざ

し
た

「
モ
ノ
づ
く
り
」
を
中
心
と

し
た
教
育
活
動
を
通
し
て
地
域

に

開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
を
行

っ
て

い
き
ま
す
。

今
後
と
も
地
域

の
方

の
ご
協
力

・

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い

申
し
上
げ
ま
す
。

直 巖 ¨ .__

小中学生の皆さん、参加しき世んか ?

苅工生が工作の指導をしきけ
―あっ、できた r楽しいモノづくιI教室―

5

工作の内容 月  日 時  間 対  象 募集人数 活動場所

魚釣り道具の製作

(PARTⅡ )
12月 8日

10:00
2

12:00

小学生 20名
苅田町

中央公民館

パソコンミュージック

(ソフトウエアMIDIを

用いて、パソコンで

音楽を楽しむ。)

12月 8日
10:00
2

12:00

小中学生

親  子
10家族
程 度 苅

田工業高校

*お問い合わせ先及び参加申込先*
福岡県立苅田工業高等学校「サタデー・スマイルひろば事業」実行委員会事務局

丁[三 L093-436-0988   FAX 093-436-2572



す
こ
や
か
　
＆
四

し

つ

け
躾
が
　
お
し
つ
け
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
…

あ
な
た
の
し
つ
け
度
チ
ェ
ッ
ク

「
最
近
の
子
ど
も
は
、
躾

（し
つ
け
）
が
で
き
て
な
い

」
と
よ
く
聞
き
ま
す
。

地
域

の
大
人
と
し

て
、
子
育
て
中

の
親
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち

に
ど
れ
く
ら

い
の
躾

が
で
き
て
い
る

の
か
気
に
な
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
躾
に
つ
い
て
、
気
を

つ
け
る
と
こ
ろ
を
、
教
え

て
く
だ
さ

い
。

躾

は
、
思

い

つ
き
や

一

言

っ
た
か
ら
と

い
う

こ

Z

と
で
身
に
つ
く
も

の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
日
常
生
活

の
中
で
、
こ
ん
な
時

に
は
、
こ
ん
な
ふ
う
に
と

い
う
よ
う

に
具
体
的
な
行
動
の
仕
方
や
言
葉
で

の
表
現
方
法
を
教
え
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

次

の
項
目
に
、
ご
自
分
の
し

つ
け

方

を

重
ね

て

「
は

い
」
「
い

い
え
」

で
チ

ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
こ

れ
は
、
ひ
と

つ
の
め

や
す
で
す
。
ゲ

ー
ム
感
覚

で
や

っ
て
み
ま
し

ょ
う
。

=さ
t■ しヽ

HJ,lr.
のィ士芳t
● lr● 1■とで、

00

0

電

0

[flt'-?L!1 ■ト"ヽ′

ヽ

vじ 7=ち1ぜ、ly
せらよう1 ′

、めな7ミ つヾ 作ゐ

00

ミ了ミとえマみ意し7ヽ .

０

０

tztt.6e
ちように

パ

いoo r1
ネ■力ヽ?

シ
ツ
′

0

し

ヽ/

上の資料は、平成12年度に勝山町の町民会議と学力向上推進 。いじめ対策委員会で作成 している中の一部です。
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編

集

後

記

子
ど
も
の
将
来
の
た
め
、
子
ど
も
が

す
こ
や
か
に
育

っ
て
い
く
た
め
、
お
と

な
と
子
ど
も
が
修
練
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。青

少
年
い
じ
め
ス
ト
ッ
プ
、
非
行
防

止
、
オ
ア
シ
ス
運
動
等
の
行
事

に
子
ど

も
達
が
、
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
る
姿

が
伺
わ
れ
ま
す
。

明
日
を
担
う
総
て
の
子
ど
も
が
、
こ
の

子
達
と
共
に
大
き
く
育

っ
て
く
れ
る
事

を
願

い
な
が
ら
、
編
集
後
記
と
し
ま
す
。

（山

本

節

子
）

子
ど
も
は

「勉
強
し
て
い
れ
ば
良

い
」

と

い
っ
た
子
ど
も
専
業
化
の
中
、
大
入

と

の
接
点
が
少
な
く
な
り
大
人
と
子
ど

も

の
差
別
化
が
進
み
変
化
に
対
応
で
き

な

い
子
ど
も
達
が
増
え

て
い
る
今
日
、

町
民
会
議
が
大
人

（
親
）
と
子
ど
も
と

の
間
で
何
で
も
話
し
合
え
る
場
を
提
供

し
、
そ
の
活
動
の
様
子
を

「す
こ
や
か
」

を
通
し
て
皆

に
伝
え
ら
れ
れ
ば
と
思

っ

て
い
ま
す
。

（田

畑

弘

志
）
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